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－１－ 

大和市民活動センター［拠点やまと］ 第 86号 2014年 9月 1日発行 

 

手  

手 ２０１４ 

あの手この手で考えて、あの手この手で問題解決！ 

あの この 
あの手この手のマークの間のＳは solution（解決）のＳです。 

*「あの手この手」は大和市民活動センターのＨＰではカラーでご覧になれます。 

 

 

今年は大和市民活動センター設立１０周年 

[活動分野]シリーズ（６） 

～国際協力～ 

4ページをご覧ください。 

喜びも、苦しみも、含んで弾けたわた

しの夢。空中を漂って、誰かの夢にな

るといい。町が、みんなの夢で輝くと

いい。 

「センター」のモットー 
 
   あの手この手 
 
楽しいことがあるのなら 

みんなで一緒に楽しもう 

あの手この手で考えて 

あの手この手で楽しもう 
 
困ったことがあるのなら 

みんなで一緒に解決しよう 

あの手この手で考えて 

あの手この手で解決しよう 
 
あの手この手の作戦会議 

あの手この手で問題解決 

「YAMATO イラストレーションデザインコンペ」作品シリーズ その４ 

「拡散する夢」  

 

「YAMATO イラストレーションデザインコンペ」

は市民活動団体「ドラマティックカンパニー

YAMATO50」が大和市文化振興課と協働事

業で実施しています。若者の発表活動をサポ

ートするとともに、大和をイラスト溢れるまちに

変えていくことを目的に、平成 23 年度から実

施している公募型のコンペです。 

「あの手この手」では、来年 3 月号までの表紙

に 10回シリーズで入賞作品を紹介します。 

イラスト＆メッセージ  南雲 千秋 

 

10 周年記念交流会を開催します 

   11月 22日（土） 13：00～16：00 

   大和市勤労福祉会館 ３F ホール 

「センター」設立に関わってくださった方たち、現在も 

関わっている人たちで思いを共有、交流して市民活

動をつなげ、ひろげていきましょう。 

当日、センターは休館します 



－２－ －３－ 

今年度の「このゆびとまれっ！」には中高生 90名以上

の参加申し込みがありました。8団体のボランティアメニ

ューの中から、自ら選んだボランティア活動に延べ 81

名が熱心に参加し「学校や家庭では経験できないこと

や、貴重な話が聴けました。」と誇らしげに報告してくれ

ました。炎天下や途中で雨が降りだしたりのハプニング

がありましたが皆笑顔でスタッフの指示に従っていまし

た。中高生が、ボランティア活動の一歩を踏み出せたこ

とを、受け入れ 8団体に感謝いたします。 (櫻井) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

    

 

 

「このゆびとまれっ！」は中高生の夏休みのボランティア体験を
登録団体がサポートします。参加した中高生、体験の場を提供し
た団体、みなさんの感想の一部をご紹介します。 
 

平成 27年 4月スタートします 

協働事業 継続 3 事業 

 

８月 27日（水）、平成 26年度協働事業提案検
討結果報告会が行われました。提案者、市担当課、
市民活動課、大和市民活動センターの４者が集ま
り、提案された３事業とも協働事業として実施され
るという決定が報告されました。 
 下記３事業が協働事業として 27年 4月から新
たにスタートします。 

 

■大和市・AJAPEプレスクール開催事業 

 （市民提案型） 

■大和市民活動センター管理運営事業 

（行政提案型） 

■文化創造担い手育成事業（行政提案型） 

子育て支援サポーター 

                            

環境保全サポーター 

                            

障害者支援サポーター 

                            

障害児支援サポーター 

                            

食のアトリエ 10周年記念 

『寮美千子講演会』 

  

地産地消を地域に広げる活動をしている「食のアトリ
エ」が、8月 2日（土）、10周年記念「寮美千子講演会」
を開催しました。『食のアトリエ憲章』の起草者の寮さん
は、奈良少年刑務所で“社会性涵養プログラム”を担当
しています。少年たちの言葉を紡いだ詩集 『空が青
いから白をえらんだのです』が生まれる背景が語られ、
涙する人もたくさんいました。 
詩を読んで感動した柏木学園高校の濱谷先生が、

毛筆で書いてくださった５編の詩を市役所のロビーで
事前掲示し、当日会場にも掲示しました。 
大和映像サロンの山本さんが映像で記録を残してく

れました。 

市民活動センターのスタッフのみなさんのお陰で大成

功でした。ありがとうございましたと、「食のアトリエ」メン

バーの方からの感謝の言葉が届きました。 

 

 

 

国際交流支援サポーター 

                            

芸術・文化支援サポーター 

                            

高齢者支援サポーター 

                            

日程：7/28（月）・8/4（月）・8/18（月） 

内容：子どもとあそぶ活動 

人数：中学生 2名 高校生 10名 

 

最初はとても不安でした。2 人の子どもに声をか

けてもらってとても楽しく過ごせました。ハプニン

グがいくつかありましたが感情のままに素直に行

動している子どもたちを見て改めて保育士になり

たいと思いました。（柏木学園高校 3年生） 

 

ボランティアとは本来、１回きりの活動ではなく継

続して行うことが意味のあることです。今回の体

験はあくまでもボランティアの「おためし」なので、

続けられそうな活動は今後も引き続き取り組んで

ほしいなと思います。ボランティアをする人も受け

入れる側にも無理がなく、細く長く続ける活動が

真のボランティアです。 
（NPO法人地域家族しんちゃんハウス 松井） 

日程：7/26（土）・8/23（土） 

内容：引地川のそうじをする 

人数：中学生 5名 高校生 15名 

 

私は川が好きで、ボランティアができてよかった

と思う。わりとキレイにみえる川もそうじしてみる

と、ゴミがたくさんでてきて見かけによらないなと

思った。はじめてのボランティアで、いい経験が

出来てよかった。（南林間中学校 2年生） 

 

今年はボランティアの受け入れを 1回増やして

2回の清掃を行い、多くの生徒さんに参加いた

だきました。夏休みに多くのボランティア体験を

されたと思います。良き思い出として終わらず、

これからも自分のできる範囲で継続していただ

きたいと思います。楽しかったです。暑い中、そ

して雨の中、本当にありがとうございました！ 
（引地川水とみどりの会 五味尚生） 

日程：7/28（月）・8/11（月）・8/25（月） 

内容：視覚障害者と卓球をする 

人数：中学生 2名 高校生 2名 

 

みなさんが真剣に、そしてなによりとても楽しそ

うにプレイしていたのが強く印象に残っていま

す。私たちと障害者の方々がみんなでハンデな

く対等に競えるスポーツがあるというのはとても

素晴らしいと思います。（柏木学園高校 3年生） 

 

夏休みを利用しての参加（ボランティア）をして

もらい有難うございました。体験をされて視覚障

害者の立場を理解してもらい、社会活動の中で

福祉に関することを感じていただいたと思いま

す。まず関心を持ち行動に移し体験することに

より得た体験を、これからの学習に役立ててくだ

さい。 
（サウンドテーブルテニスクラブ 高橋ミヤ） 

日程：7月・8月（月～金） 

内容：知的障害児とあそぶ 

人数：高校生 4名 

 

最初はぎこちなかったけど、最終的にみんなと仲

良くなれてよかったです。今日は、1 人の子とたく

さん遊んでしまったので今度はみんなで遊びた

いです。機会があればまた来たいです。 
（柏木学園高校 3年生） 

 

最初は不安そうな表情でしたが、遊ぶうちに自然

なとてもいい笑顔になり、帰るときには「障害のあ

る子も普通の子と同じで楽しく付き合えることがわ

かりました」と言ってくれました。障害のある子ども

や大人を特別な目で見てしまうことがありますが、

気負わなくても気持ちを通じ合わせることができ

るとわかってもらえたらうれしいです。 
（NPO法人サポートハウス ワン・ピース 滝本美智留） 

日程：7/30（水） 

内容：ミサンガ（手足につけるお守り）の袋詰め 

人数：中学生 8名 高校生 15名 

 

ミサンガを300円で売ることで、4日分の食量にな

るということに驚きました。他にもベルマークだっ

たり、ペットボトルのキャップだったりでキレイな水

がのめるので、スーパーなどの箱に入れて、少し

でも協力したいです。（柏木学園高校 3年生） 

 

3 食食べられない途上国の子ども達が自らの給

食を生み出すために作ったミサンガを、袋詰めし

て共同で製品に仕上げることで、現地の子どもた

ちに思いを馳せるきっかけになったのではない

かと思います。終了後の感想会では自分が感じ

たことを発言すること、他の人の感想を皆で共有

することで、心のひだに受け止めて頂きたいと思 

いました。（チーム ピース チャレンジャー 蔵田えり） 

 

 

 

 

日程：7月・8月（月～土） 

内容：WEショップでの接客・提供品の整理 

人数：中学生 3名 高校生 3名 

 

アルバイトするのが夢で、“アルバイトの体験”
のような経験が出来てうれしかった。商品をお

客さんにとって見やすくするようにするなど、気

配りが大切だと思った。そしてその気配りは自ら

進んでやるものだということを学んだ。 
（南林間中学校 3年生） 

 

ボランティアにはいってもらう回数が少なすぎ

て、ふれあう機会があまりなかったのが残念でし

た。WE21ジャパンの支援活動を知って、少し

でも発展途上国への関心が芽生えてくれたら

いいなと思います。 

（NPO法人 WE21ジャパン大和 小宮千菊） 

日程：8/26（火） 

内容：コンサートの準備・受付の手伝い 

人数：高校生 7名 

 

素敵な演奏を子どもたちが楽しそうに聴きいっ

ているのを見て、参加してよかったと思いまし

た。お母さん方が本当にお子さんを大切に思っ

ているのが伝わり、勉強になると同時に、自分

の将来が楽しみになりました。 
（大和商業高等専修学校 3年生） 

 

幼児とそのお母さんが対象のコンサートでした

が、全員が内容を理解し、それぞれの場で活躍

されました。満席で対応が大変でしたが、皆さ

ん笑顔で幼児や、お母さんたちとコミュニケー

ションをとりながら会場の雰囲気づくりや、見守

りをしてくださいました。 
（大和市芸術文化振興会 小林三夫） 

日程：7月・8月（月～土） 

内容：話し相手・ゲーム等の相手 

人数：高校生 5名 

 

おじいちゃん、おばあちゃんとお話できてほの

ぼのして、折り紙の折り方も教えてもらって楽し

かったです。ドライヤーもかけさせてもらって大

変だったけど経験ができてよかったです。デイ

サービスでの仕事も今回のボランティアで良い

なと思いました。 （柏木学園学校 3年生） 

 

デイサービスの利用者は、毎回同じ顔ぶれで過

ごす事が多いのですが、ボランティア体験に高

校生が訪れ、新鮮な気持ちになりました。将来、

仕事を持ったとしても、出来るボランティアはたく

さんあります。ぜひ今回の体験を活かして下さ

い。 
（デイサービス ハッピー鶴間 石井） 

参加者の学校名  

上和田中学校 洗足学園中学校 

つきみ野中学校 鶴間中学校 

南林間中学校 大和中学校 

カリタス女子高校 柏木学園高校 

大和商業高等専修高校 

市民活動センターからのお知らせ 

『登録団体ボランティア情報』 

第 5版発行（12月予定） 

 

多くの方にボランティア活動に参加していただくために

ボランティア情報を更新します。すでにボランティア情報

を提供（市民活動センター利用登録申請書に記載）して

いる団体には、メールなどで連絡いたします。また、ボラ

ンティアを募集したい団体はお知らせください。 
 

市民活動課と「拠点やまと」は、高校生からおとなまで、ボランティ

ア活動への参加を応援するため、協力して事業を行っています。 

 

 

 

【受け入れ団体より中高生へのメッセージ】なぜボランティ

アをするのでしょうか？将来のため？成績のため？自分の

ため？？？ボランティアとは、自分がしたいからするのでは

なく、必要とする相手のためにするのです。では、どうしたら

お役にたてるのでしょうか。相手は何を求めているか分かり

ますか？相手に喜んでもらえることを「想像力」を持って「行

動」できなければ、ボランティアは務まりません。（一部抜粋） 

                        

中高生参加者受付開始 7/1 

感想文集に

なります。 

受け入れ団体募集開始 4/1 オリエンテーション 7/18・24 「このゆび 
とまれっ！」 
担当者より 

 

中学生：20名 高校生：61名 参加者 
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  大和市民活動センター ＜開館・月～土 9：00～18：00＞      TEL：046-260-2586  FAX：046-205-5788  
  〒242-0021 大和市中央 1 – 5 - 1              e-mail：yamato@ar.wakwak.com 
       http://www.kyodounokyoten.com/   
 

ＦＭやまと  
77.7 ＭＨｚ 

  

  朝ラジ☆ホッとスクランブル 

   大和市民活動センターだより 

『やまとっこ☆みつけた』   

 

－４－ 

第 217 回 8/5(火)「YAMATO 子育てママ応援プロジェクト」 

   ～お母さんも子どもも癒される時間を～ 

 

 

 
                   

第 218 回 8/19(火) 「GIVE＆TAKE PLUS」  

      ～たすけあいとふれあいを心の通貨に～ 

 

9/2（火）「パソコンと遊ぼう会」 

情報化社会に対応できるよう、IT 技

術の普及・向上を図る活動。特に高

齢化社会におけるデジタルディバイ

ド（IT 情報格差）を予防する活動。 
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★やまとっこ☆みつけた ★やまとっこ☆みつけた ★やまとっこ☆みつけた★やまとっこ☆みつけた ★やまとっこ☆みつけた ★やまとっこ☆ 

9/16（火）「大和市地域活性化 

              実行委員会」 

地域の人たちの活動参加のきっか

けづくり、横のつながりと輪を広げる

ことを目的に活動しています。  

 

＜これから出演します＞ ７７．７MHZ    ９：００ お忘れなく！ （再放送は当日の １５：００ と ２１：００ です） 

       表紙右上は「ＯＫバジさん」の似顔絵です。い
きいきフォーラム草の根支援は毎年カッコーフェスタ
（11月開催）に参加、ブース出展しています。（N） 

 

＜出演しました＞ 録音 CDが大和市民活動センターにあります。 
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第 1.3.5(火)生放送 

9:00 ⇒10：00 

 

[活動分野]シリーズ（６）： 国際協力 

）：まちづくりの推進           「いきいきフォーラム草の根支援」は草の根

活動を全国に展開する国際支援の団体

で、昨年に認定 NPO法人の認証を受けま

した。草の根支援の内容は、ネパール定住 

２０年の国際活動家の垣見一雅さんこと「ＯＫバジさん」を支援

してネパールの山奥に学校教育支援と、タイとインドの子供達

の食事代の支援をしています。特徴は、直接現地を訪問し

て、学校やインフラの整備など支援内容を契約して、みなさん

からお預かりした支援金を直接に手渡し、翌年に再訪問して

｢支援金が生かされている｣実情を目と肌で確認してくるサイク

ルを繰り返していることです。カトマンズ観光やヒマラヤのトレッ

キングの楽しみもありますので、１２月初めの参加を募集中で

すので、事務局までご連絡下さい。 

日常活動は①市民のみなさんへ ヒマラヤ高級紅茶を提供

すること②食卓に(途上国から)ひとりのお客様を招いたつもり

で貯める「食卓の貯金箱」の普及があります。 

 

 

今後はみなさんのサークルにお邪魔をして、紅茶を味わいな

がら、活動の輪を拡げたいと考えています。何卒ご厚誼の

ほどをお願い申し上げます。  

 （認定 NPO法人いきいきフォーラム草の根支援  大和代表 伊藤俊郎） 

 

 未来を描くことが可能な子育てママたちを応援する

“場”を提供していると、ホテル経営者の溝口さん。 

プレママから産後ママ向けの「ベビママサロン」。3 歳

～6 歳くらいまでの子どもを持つママ向けの「私へのご

ほうび講座」。小学生のお子さんを持つママ向けの「キ

ッズ＆ママイベント」では、『キッズダンスフェス』や『早

く走れるようになるキッズラン教室』。PTA 向けにお金

の専門家ファインナンシャルプランナーが『家計簿見

直し・節約セミナー』などを行っていきます。 

 子育ては誰にも代わることができない大事な仕事な

ので、立派に仕事をしていただくよう支援していきた

い。「私へのごほうび講座」で講師を務める山下さんは

情報が多過ぎてどうしたらいいのか分からない人達の

“知恵袋のおばあちゃん”になりたいと語りました。 

 

 

 

 

 

海外青年協力隊でケニアに行き、帰国後、教育

施設がシステムに頼ってしまっていて、人のふれ

合い、助け合いが無くなってしまったと感じたの

が活動のきっかけです。人と人、人と組織、組織

と組織をつなぐきっかけが地域通貨で、思いのあ

る時間を交換する全方位性通貨を目指したいと、

代表理事の清水さんが抱負を語りました。 

 卓球と音楽で福祉のまちづくりを目指していると語

ったのは、理事の長淵さん。 

 社会福祉専攻の大学生の杏奈さんは、地域福祉

に興味があったので活動に参加。これがきっかけ

で大和市の成人式の副実行委員長になったとも。 

6 月頃からは学童保育の指導員をしてますと、キ

ラキラした眼で語りました。 

 

9/30（火）「NPO 法人 まんま＆ 

    NPO 法人しんちゃんハウス」 

地域の子育て、子育ち支援の向上

と子どもに関わる活動団体のネット

ワークづくりを目的として活動。 

8 月 29 日（金）曇り 

8/25（月）～29（金）、相模女子大学の学生 3人が大和市

市民活動インターンシップに参加。市民活動課では行政

について学んでもらうとともに、市民活動センターでの

様々な業務を経験してもらいました。夏休み中高生のボ

ランティア体験「このゆびとまれっ！」で、NPO団体の活

動を最前線で経験したり、広報紙の編集会議やＦＭやま

とでの出演団体との打ち合わせにも参加。市民活動の意

義について実感してもらえたと思います。（M.M）次号詳報 

大和市民活動センターは「大和市新しい公共を創造する市民活動推進条例」に基づいて設置されています。 

 


